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●本説明書は、ベースキャビネット、ビルトイン機器等に同梱の設置説明書と合わせてお読みください。

ワークトップ同梱の設置説明書は使用しませんのでご注意ください。

●設置完了後は、安全点検および試運転を行い、異常がないことを確かめてください。

●取扱説明書等は紛失や汚れのないように保管し、設置完了後、お客様にお渡しください。

●下記手順にしたがって設置作業を進めてください。

●注文した製品が、全て納入されているか確認してください。

●下記の項目を確認してください。
（１）給水給湯管・排水管位置
（３）レンジフードの排気口位置

フラット対面キッチン（ワークトップ奥行き104.5cm） フラット対面キッチン（ワークトップ奥行き90/80ｃm）

オイルガード

ワークトップ補強金具

バックパネル

エンドパネル

シンクガード

ワークトップ

Lアングル

*注1：製品名は、間口270cmの場合。[ ]は間口255cm、( )は間口240cmの場合を示します。
*注2：製品名は、ワークトップ高さ85cmの場合。高さ90cmの場合は、ｷP-YTとなります。

●設置場所の垂直・水平レベルを確認してください。

キッチンパネル付属の設置説明書を参照

レンジフード付属の設置説明書を参照

・シンクキャビネット付属の設置説明書を参照
・水栓金具付属の設置説明書を参照

エンドパネル付属の設置説明書を参照

・シンクキャビネット付属の設置説明書を参照
・機器本体付属の置説明書を参照

シンクキャビネット付属の設置説明書を参照

取付時のみ

（２）建築側のガス管、電気配線接続位置
（４）機器類の電気配線位置

ﾌﾞｻﾞｲｷP-YS-D1045 1
ﾌﾞｻﾞｲｷP-YS-D900 1
ﾀｲﾒﾝｶﾅｸﾞ269 [254] (239) *注1 1
ｷPﾊﾟﾈﾙｺﾃｲLｱﾝｸﾞﾙ270 [255] (240) *注1 1
ｷP-YS090 [085] (080) *注1,2 3
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※本手順は、ワークトップ高さ90cmの場合のみ実施してください

台輪スペーサー付属の設置説明書を参照してください。

④-1 パネル取付桟（40x150x869、ブザイキP-YS-D900に同梱）の高さをカットしてください。

④-2 パネル取付桟をシンクキャビネットの側板後面に取付けてください。

シンクキャビネット付属の設置説明書 『ベースキャビネットの設置』 を参照してください。

※ワークトップ奥行き80/104.5cmの場合は、パネル取付桟（40x50x869、ブザイキP-YS-D1045に同梱）の
高さをカットしてください。

※パネル取付桟はワークトップエンド側のキャビネット側板にのみ設置してください

※【 】内寸法は、ワークトップ奥行き80/104.5cmの場合

⑤-1 パネル取付桟（15x270.5x869、ブザイキP-YS-D900に同梱）の高さをカットしてください。
※ワークトップ奥行き80/104.5cmの場合は、パネル取付桟（15x170.5x869、ブザイキP-YS-D1045に同梱）の

高さをカットしてください。

※たっぷり収納キャビネット（キャビネット奥行き615mm）の場合は、パネル取付桟の幅をカットしてください。

A

トラスタッピンネジ3.5×30

パネル取付桟

トラスタッピンネジ3.5×14
B 40

15
0

側面を合わせる

矢視図

（注）はみ出さない！

A

キャビネット側面

パネル取付桟

【5
0】

矢視図B

固定金具SN 固定金具SN

トラスタッピンネジ3.5×14

ワークトップ高さ カット後の高さ寸法
85cm 819mm
90cm カット不要

ワークトップ高さ
85cm
90cm

カット後の高さ寸法
819mm

カット不要

パネル取付桟の幅寸法
270.5mm
170.5mm

カット後の幅寸法
150.5mm
50.5mm

墨うちした設置基準線A、Bを基準にキャビネットを仮置きします。
床面が水平でない場合は、キャビネットとの間にスペーサー（現場調達）を入れて調整してください。
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設置基準線B 12
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設置
基準線Aシンク

キャビネット
コンロ

キャビネット

※[    ]内寸法は、たっぷり収納キャビネットの場合
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設置基準線B 12
0[

0]

設置
基準線Aシンク

キャビネット
コンロ

キャビネット

※[    ]内寸法は、たっぷり収納キャビネットの場合
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コンロ横壁設置タイプ アイランド設置タイプ

※【 】内寸法は、ワークトップ奥行き80/104.5cmの場合※【 】内寸法は、ワークトップ奥行き80/104.5cmの場合
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ファスナー（6個、ﾌﾞｻﾞｲｷP-YS-D900、Ｄ1045に同梱）を、下図に従い床面に取付けてください。

シンクキャビネット
調理キャビネット

または
食洗下キャビネット

コンロキャビネット

設置基準線B
B C C CB B B B B

A

D DE E

ファスナー（爪）の向きに注意

⑦-1 バックパネルの木口面に、バックパネル高さ寸法にカットしたクッションテープを（ﾌﾞｻﾞｲｷP-YS-D900、Ｄ1045に同梱）を
貼付けてください。

バックパネル（3枚）は、全て同一です。設置位置（中央・端）による区別はありません。

クッションテープは、バックパネル（左側）とバックパネル（右側）に貼付けます。バックパネル（中央）には貼りません。
バックパネル裏面には、ファスナー固定用のビス下穴が開いています。

バックパネル
（左側）

バックパネル
（中央）

バックパネル
（右側）

クッションテープ

クッションテープ

設置基準線B

皿タッピンネジ4×25

ファスナー

クッションテープは、バックパネルの木口面に裏面を
合わせて貼りつけます。

バックパネル表面

バックパネル裏面

クッションテープ

揃える

シンクキャビネット

7.
5

シンクキャビネット

設置基準線B

キッチン間口( )
240cm

32mm255cm
270cm

A B
548mm
598mm
648mm

94mm

DC

187mm

E

⑤-2　（１）パネル取付桟に、ワークトップ金具Ｃ、固定金具ＳＮ、ガイド金具を取付けてください。
　　　　（２）取付木の裏面に貼られた両面テープの剥離紙を剥がし、コンロキャビネットの背板下部に

貼付けてください。
　　　　（３）パネル取付桟をコンロキャビネットに取付けてください。

※パネル取付桟はワークトップエンド側のキャビネット側板にのみ設置してください

トラスネジ3.5ｘ14

パネル取付桟

取付木

トラスネジ3.5ｘ14

固定金具SN

ガイド金具

トラスネジ3.5ｘ14

キャビネットの横桟の高さに合わせる

パネル取付桟 ワークトップ金具C2
30

ワークトップ金具Cは、パネル取付桟から
15mmずらして設置してください

15

トラスタッピンネジ3.5×30

トラスネジ3.5ｘ14

トラスネジ3.5ｘ14
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⑦-2 バックパネル裏面の下穴位置に、ファスナー（6個、ﾌﾞｻﾞｲｷP-YS-D900、Ｄ1045に同梱）を取付けてください。

⑦-3 バックパネル裏面に、バックパネル固定板（2箇所、ﾌﾞｻﾞｲｷP-YS-D900、Ｄ1045に同梱）および固定金具SNを
取付けてください。

バックパネル裏面に、Lアングルを取付けてください。

※本手順は、ワークトップ奥行き80/90cmの場合のみ実施してください

バックパネル固定板をネジ固定する際は、ネジ頭がめり込むない様にご注意ください
バックパネルは、隙間1mmを目安としてクッションテープを潰した状態で連結してください
バックパネルのつなぎ目とバックパネル固定板の中心が揃う状態で固定してください

3枚を連結したバックパネルとＬアングルは、間口中心揃えで固定してください

バックパネル裏面

ファスナー

皿タッピンネジ4x25（2本/ファスナー1個）

下穴あり

ファスナー（爪）の向きに注意して取付けてください

ファスナー

爪

ファスナーは、全てのバックパネルに取付けてください

矢視図

Ｌアングル

バックパネル

隙間なし

極低頭タッピンネジ3.5x14

シンクキャビネット付属の設置説明書 『ベースキャビネットの設置』 を参照してください。

所定位置に器具を設置してください。

極低頭タッピンネジ3.5x14

Ｌアングル

Ａ
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トラスタッピンネジ4x25

*[   ]内寸法は、ワークトップ高さ90cmの場合

バックパネル固定板

バックパネル裏面

バックパネル裏面

トラスネジ3.5ｘ14 トラスネジ3.5ｘ14

B部

A部
A部拡大(シンクキャビネット側)

B部拡大(コンロキャビネット側)

固定金具SN

固定金具SN

5

41

5

16

固定金具SN

固定金具SN

A

60

30
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①-1 ワークトップの所定位置にワークトップ上面からφ3貫通穴（目印）をあけてください。
続けてワークトップ上面からφ9貫通穴をあけてください。

①-2 ワークトップ裏面より連結ボルトM6x50で固定してください。

※本手順は、オプション品を取付ける場合のみ実施してください

向きに注意（図は上面からの状態）

⑪-1 床面とバックパネル裏面に設置したファスナーの位置を確認しながら、バックパネルを下ろし床面に設置したファスナーと
バックパネル裏面に設置したファスナーの爪を勘合させてください。

⑪-2 バックパネル裏面に設置した固定金具SNを介して、バックパネルとパネル取付桟(コンロキャビネット、
シンクキャビネット）を固定してください。

70（*）760

Φ９貫通穴

壁

A

B

連結ボルトM6ｘ50

壁

オイルガード
（ホーロータイプ）

バックパネル

下ろす
ファスナー

*コンロ横壁設置タイプの場合。
アイランド設置タイプの場合は、107mmとなります

バックパネル裏面

ファスナー

トラスネジ3.5ｘ14

パネル取付桟

固定金具SN

バックパネル

ワークトップ奥行き( )
104.5cm
90cm
80cm

A B
305mm
160mm
50mm

コンロキャビネット側の場合 シンクキャビネット側の場合
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ワークトップ裏面とコンロ横壁を、コーナーコネクター本体（ワークトップに同梱）で連結してください。
固定後、キャップを嵌めてください。

インパクトドライバーは使用しないでください

ネジの締め過ぎに注意してください

　　　　（コーナーコネクターが破損するおそれがあります）

ワークトップの先端部と床との間につっかえ棒などを入れて、

垂れ下がりを矯正した上で、コーナーコネクターを取付けてください

（コンロ横壁側）皿タッピンネジ4x30

（ワークトップ裏面側）皿タッピンネジ4x20

ワークトップ補強金具

ワークトップ裏面

キャップ

① Ｔ型エッジ材（ﾌﾞｻﾞｲｷP-YS-D900、Ｄ1045に同梱）を所定の長さにカットしてください。
② Ｔ型エッジ材の内面にシリコン系接着剤を塗布し、ワークトップ裏面（リビング側）の化粧パネル継目に取付けてください。

コーナーコネクター本体

※本手順は、ワークトップ奥行き104.5cmのコンロ横壁設置タイプの場合のみ実施してください

Ｌアングルをワークトップ裏面にビス固定してください。

ワークトップ裏面

※本手順は、ワークトップ奥行き80/90cmの場合のみ実施してください

Lアングル

極低頭タッピンネジ3.5x14（9本）

フラット対面（厚板バックパネルタイプ）設置説

7L-112530426

本社 〒５３６-８５３６ 大阪市城東区鴫野東１丁目２番１号

※本手順は、ワークトップ奥行き104.5cmの場合のみ実施してください

ワークトップ補強金具付属の設置説明書を参照して取付けてください。

②-1 ワークトップの所定位置に穴をあけてださい。
②-2 ハイタイプオイルガード・オイルガード（ガラスタイプ）・シンクガード付属の設置説明書にしたがって取付けてください。

シンクガード

壁

700

Φ5深さ約10mm

760

74
0

（シンク中心）

オイルガード（ガラスタイプ）

70（*）

40（*）820

Φ6穴 深さ10mm

755

Φ6穴 深さ3～5mm

13 13

ハイタイプオイルガード

壁

*コンロ横壁設置タイプの場合。
アイランド設置タイプの場合は、107mmとなります

66
5

*コンロ横壁設置タイプの場合。
アイランド設置タイプの場合は、77mmとなります

Ｔ型エッジ材

化粧パネル
継目

Φ6穴 深さ10mm

Φ6穴 深さ3～5mm


